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アンジェスMG株式会社およびジェノミディア株式会社との提携について 
 
 
 

当社は、このたびアンジェスMG株式会社(以下、アンジェス)およびジェノミディア株式会社(以下、

ジェノミディア)との間に、それぞれ遺伝子医薬(遺伝子治療薬、核酸医薬)開発に関わる遺伝子（核酸）

検査・測定試験等の構築、新たに同定された疾患関連遺伝子を対象とする遺伝子検査法の開発を目的と

した共同事業契約について、基本合意を行いましたのでお知らせいたします。 

  

 アンジェスとの契約につきましては、現在同社が臨床試験を実施中の NFκBデコイオリゴ（核酸医薬）

のフェーズⅠからフェーズⅢ臨床試験ならびに市販後試験において必要な遺伝子解析方法、医薬品承認 

申請に用いる検査・試験方法を当社ラボ内において実施できるような技術基盤を構築し、これらの検

査・試験の受託を行うことを目的といたします。 

既に広く知られているとおりアンジェスはわが国初の遺伝子医薬開発を目的として設立されたバイ

オベンチャーであり、その製品は従来の方法では治療の困難であった疾患への画期的な治療法となる可

能性があります。遺伝子医薬の臨床開発に際して必要な遺伝子（核酸）検査を当社が実施することで、

当該医薬品の行政認可申請に必要な検査方法や解析方法の確立が見込めます。 

 

一方、ジェノミディアとの契約につきましては、同社が発見・同定して、特許申請済みの２遺伝子(循

環器疾患関連遺伝子)について、共同で遺伝子検査法の開発を行うことにより、確実な診断の実現につな

がるものと期待できます。 

また、当社が既に特許使用権を取得しているミリアド社の遺伝性がんの遺伝子検査に加えて新たな疾

患分野にヒト遺伝子検査の幅を拡げて行くのに大きく寄与することが期待されます。 

 

この度の両提携により当社のヒト遺伝子検査事業は、臨床検査としての遺伝子検査、医薬品開発に関

わる遺伝子検査の双方において、新たな段階へと進展することができるものと考えております。 

 

なお、本契約に関わる対価として、アンジェスに対して 1億円、ジェノミディアに対して 8千万円を



支払うものといたします。 

また、本件に関わる業績への影響は、現在精査中であります。 

 

(ご参考) 

■アンジェスMG株式会社 

  本社所在地 大阪府茨木市彩都あさぎ 7丁目 7番 15号 

  代 表 者 山田 英 (代表取締役社長) 

 

■ジェノミディア株式会社 

  本社所在地 大阪府茨木市彩都あさぎ 7丁目 7番 15号 

  代 表 者 中塚 琢磨 (代表取締役社長)  

以上 

 
 

本件に関する一般的なお問い合わせ先 
広報室：075-257-8501 長谷川、丸山 

 
技術面に関するお問い合わせ先 
遺伝子事業部：075-257-8541 横山、小路 


